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特
定
非
営
利
活
動
法
人
田
原
菜
の
花
エ
コ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、農
業
委
員
、菜
の
花
エ
コ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
発
起
人
10
名
が
会
員
を
募
り
、平

成
18
年
に
設
立
し
ま
し
た
。菜
の
花
を
栽
培
管
理
す

る
こ
と
で
遊
休
農
地
を
解
消
し
、平
成
18
年
度
か
ら

23
年
度
ま
で
に
40
か
所（
約
６
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
）の

菜
の
花
畑
を
、担
い
手
農
家
に
引
き
渡
し
て
い
ま
す
。

現
在
、市
内
に
は
菜
の
花
畑
が
１
０
０
か
所
に
点
在

し
、総
面
積
は
約
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
す
。こ
の
中

で
、私
た
ち
が
栽
培
管
理
し
て
い
る
観
賞
用
菜
の
花

は
30
か
所（
６
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
／
盛
花
期
12
〜
３

月
）、搾
油
用
菜
の
花
は
21
か
所（
約
２
・
６
ヘ
ク
タ

ー
ル（
盛
花
期
３
〜
４
月
）あ
り
、道
行
く
観
光
客
な

ど
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
表
彰
で
は
、遊
休
農
地
に
菜
の
花
を
植
え
、

美
し
い
農
村
景
観
を
作
り
出
す
だ
け
で
な
く
、
搾
油

用
菜
の
花
か
ら
菜
種
油
「
た
は
ら
っ
こ
」
を
生
産
販

売
す
る
な
ど
農
産
物
の
展
開
を
推
進
し
て
い
る
点
も

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
多
く
の
遊
休
農
地
を
解
消
す
る

た
め
に
菜
の
花
を
植
え
、
地
域
に
住
む
人
や
訪
れ
る

人
の
心
を
和
ま
せ
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
菜
種

油
の
生
産
販
売
や
回
収
、
廃
食
用
油
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
の
取
り
組
み
を
進
め
、
地
産
地
消
だ
け
で
な
く
資

源
循
環
型
社
会
を
目
指
す
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●菜の花の種まき●田原市役所へ受賞報告

●遊休農地を農地へ復元

●遊休農地●菜の花畑

●菜種油「たはらっこ」の販売

特
定
非
営
利
活
動
法
人
田
原
菜
の
花
エ
コ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
安
田
和
司
理
事
長
）
が
、

２
月
４
日
（
土
）、
平
成
23
年
度
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
で
団
体
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
喜
び
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲遊休農地だった土地（写真右）は、今では満開の
　菜の花畑（写真左）に〔谷熊町〕
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